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年頭の御挨拶 

 

部会長 ライオン株式会社              

千葉工場 生産技術Ｇマネージャー 

渡辺 慶大 

 

部会員ならびに関係官庁の皆様、明けましておめで

とうございます。令和５年の新年を迎えるにあたり一

言ご挨拶申し上げます。 

 

 昨年を振り返りますと、地域ごとに状況の違いはあ

るものの、新型コロナウイルス感染症への対処が進み、

日常生活・経済活動の正常化に向けて大きく前進しま

した。また、ロシアによるウクライナ侵攻は、コロナ

から回復しつつあった世界経済を混乱させ、依然とし

て世界秩序に大きなマイナス影響を与えています。こ

の侵攻による供給サプライチェーンの分断は、エネル

ギーだけではなく、肥料や穀物、木材等においても異

常な価格高騰を生み、世界的なインフレが急加速して

います。一方、先のワールドカップでアルゼンチンは

36 年ぶりの優勝を果たしました。メッシ選手の活躍が

耳目を集めますが、36 年間メッシ選手を含めた代表プ

レイヤーを支えたサッカー協会関係者の方々の献身が

大きな役割を果たしただろうことは言うまでも有りま 

 

 

 

 

 

 

 

 

せん。何よりも、代表チームを愛し続けたアルゼンチ

ンの国民から絶大なサポートを受けていた事こそが優

勝の原動力であった事は忘れてはならない事実だと思

います。 

このような国内外の環境の中においても、私たち計

量管理を担う者としては、今後も一層の効果的な計量

管理を実施し正確な計量で、生産性の向上や品質改善

を実現することが求められています。 

 

現在、計量制度の改正が進んでおりますが、一昨年

７月に計量法施行令見なおしにでは、自動はかりにお

ける特定計量器の範囲を改正しました。また、自動捕

捉式はかりの使用制限の開始日に関し 2 年延期しまし

た。昨年８月の改正では、ホッパースケール、充塡用

自動はかり及びコンベヤスケールについて、使用の制

限を早期に開始すべき状況に至っていない等の状況を

踏まえ使用の制限の開始を 5 年延期する改正を行いま

した。このような動きに対し確実な対応が必要になっ

てまいります。皆様におかれましても導入に向けて順

次対応を進めて頂ければと思います。 

 

当部会におきましては、本年も計量管理に関する普

及と啓蒙、さらには千葉県産業経済の発展に寄与する

ことを目的として、会報の発行、ホームページの更新、

ポスター・標語の募集など各種表彰の企画・運営を通

して、業界の動きや計量管理情報の早期入手、さらに

は同業および異業種の部会員のコミュニケーション活

性化に努めて参ります。 

 今後とも合理的な運用を図り、当部会の活動が有意

義なものとなりますよう努めて参りますので、部会員

皆様のご支援・ご協力を宜しくお願いいたします。 

 

最後になりますが、千葉県計量検定所をはじめ関係

官庁と会員企業の益々のご繁栄と部会員の皆様方のご

健勝、ご活躍を祈念申し上げまして、年頭のご挨拶と

させていただきます。 
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年頭の御挨拶 

 

千葉県計量検定所長 

阿久津 和司 

 

 

  

やわらかな春風を頬に感じ、心華やぐ頃にな

りました。 

一般社団法人千葉県計量協会計量管理部会の

皆様方には、日頃から本県の計量行政の推進に

あたり、御理解と御協力をいただいております

ことに、厚くお礼申し上げます。さらには、会

員の皆様には、企業における製品の製造、販売

の過程において、生産性・信頼性の向上を図る

ための量目管理、品質管理等の重要な役割を担

っていただいており、深く感謝申し上げます。 

最近の話題は、何と言ってもマイアミで嬉し

い桜を咲かせた、侍ジャパンのＷＢＣ優勝で

す。 

不調続きだった村上選手の奇跡的な逆転弾や、

大谷選手のＷＢＣ史上初 二刀流での活躍などに

より、侍ジャパンが１４年ぶり３度目の世界一

を成し遂げ、日本中を歓喜の渦に包みました。 

また、この大会では、新型コロナウイルス感

染対策による観客への制限が解除されたことも

注目の１つです。観客上限数の制限が無くなっ

たことに加え、マスク着用が個人の判断とな

り、超満員で埋め尽くされた球場では、マスク

なしで声援を送るファンの姿が見られ、コロナ

流行前の活気を取り戻していることが実感でき

ました。 

こうした様々な場面において活気が戻りつつあ

りますが、引き続き基本的な感染対策を徹底

し、社会経済活動を維持していくことは重要で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年は、現行の計量法が施行されてから３０

年を迎える大きな節目の年です。計量制度は、

時代の要請に対応しつつ変遷しながら、私たち

の生活・経済社会における取引の信頼性を確保

し、安全・安心の基盤として機能してきました

が、近年、計量器の技術革新や社会的環境の変

化など、取り巻く状況は、大きく変わってきて

おります。 

 

こうしたなか、国では、「自動はかり」を対

象とした検定制度の実施に向け、新たな仕組み

作りを進めているところです。 

 

これまでに「自動捕捉式はかり」について

は、検定の対象範囲が明示され、昨年９月末ま

でに４機関が指定検定機関として指定を受けて

おり、使用制限の開始が、いよいよ１年後の令

和６年４月と迫ってまいりました。 

また、昨年８月の改正では、「ホッパースケ

ール、充填用自動はかり、コンベヤスケール」

の使用の制限の開始が、令和１０年４月に延期

される等、「自動はかり」の実態を踏まえなが

ら制度の確立を進めており、今後の状況を見守

りながら準備を進める必要があります。 

 

このような計量制度の変化に着実に対応して

いくために、県としては、国ならびに関係団体

との調整や緊密な協力を行っていくことが重要

であり、今後とも貴部会と連携を図り、適正な

計量の実施を確保してまいりますので、なお一

層の御支援、御協力をお願い申し上げます。 

 

結びになりますが、一般社団法人千葉県計量

協会計量管理部会の益々の御発展と会員の皆様

の御健勝・御活躍を祈念申し上げまして、挨拶

とさせていただきます。 
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《理事会だより》 

 

 

 理事会からのお知らせは特にありません。 
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